


































量朝鮮 台湾 英印 仏印 タイ 合計
1910 7,866 42 112 23 53 39 134 8,129
1911 6,995 55 106 88 129 38 279 7,435
1912 7,757 37 98 194 92 44 302 8,193
1913 7,533 44 147 210 251 73 499 8,224
1914 449 7,539 154 122 81 156 57 371 8,634
1915 877 8,551 281 104 7 18 39 78 9,891
1916 935 8,389 200 120 0 5 38 44 9,688
1917 872 8,768 179 118 1 27 55 79 10,015
1918 671 8,185 260 171 243 391 50 549 9,837
1919 354 8,205 421 189 4 482 155 815 9,984
1920 624 9,123 248 99 1 56 7 113 10,207
1921 826 9,481 436 155 18 52 48 123 11,013
1922 1,224 8,277 470 111 115 96 213 569 10,652







し、 農商務省に臨時外米管理部 （八月からは臨時米穀管理部） を新設した。この 「外米管理」 は、 政府が指定商 （三井物産・鈴木商店・湯浅商店・岩井商店、のちに内外貿易・大黒商会・加藤周次郎を追加指定）に の輸入と売捌きを命じ、手数料・価格差を補償する制度である。政府は指定商に外米の買付を委託して大量の外米を蓄積・ し、順次市場への供給を開始した。このため一八年五月から外米輸入量は急増する（図１） 。続く原敬内閣も、輸入促進のため関税を免除し、さらに政府による外米の買付・輸入を積極化した。こうして、一八～一九年には大規模な外米輸入が展開した。東南アジアの外米産地や中継港香港では指定商による積極的な買付がはじまり、 ラングーン（蘭貢） サイゴン（西貢） 、バンコク（盤谷） 、香港などでは対日輸出米の積出しがすすんだのである。　
ところでこの一八～一九年には、一八年には英印・仏印から、一九年には仏印・タイからの輸入が増加している。こ
の時期の外米輸入量を月ごとにみると（図１） 、輸入総量は一八年春から急増し、一九年六月前後に一時減少したが八～九月には再度上昇し、同年秋から急減して二〇年 入ると八～九月にやや増加した以外は停滞した これ 国別にみると、まず英印からの輸入は一八年に急増 が、同 末から急減して停滞し、一九年以降はほとんどなくなった。仏印からの輸入は一八年に英印とともに急増し、いったん一〇月に減じたのち、同年末 激増して一九年はじめには大量の輸入があった。同年半ばに減少したが再度増加したのち、同年一〇月以降は急減 停滞している。 たタイからの輸入は、一八年中は少なかったが一九年二 頃か 急増 。しかし同年五～六月になると減少 じめた。一九年半に若干増加する 、二〇年になると はなくなった。このように 主要輸入相手 の輸入量はこの二年間にそれぞれ増減を繰り返しており、対日輸出をめぐる産地側の諸条件の変化が推測され 。　
大戦末期から直後にかけて、外米の対日供給は不安定になった。外米産地においては洪水・旱魃などによる凶作のほ




限され、また禁止された。外米輸入を確保し拡大しようとする農商務省は、外米産地の輸出制限の緩和、輸出禁止の解禁、輸出の特許を求めて、外交ルートを通じた交渉を外務省に要請する。このため外務省は、英領ビルマについてはカルカッタの総領事、仏領インドシナについてはサイゴン、ハイフォン（海防） 名誉領事や領事 タイについてはバンコクの公使・領事、および香港の総領事、さらにロンドン、パリの大使たちから情報を収集し、交渉や調査を指示するなど、外米輸入を実現するため多様な活動を展開した。外務省と 東アジアの産地や欧州の外交官は電信などにより頻繁に通信し、外務省の指示 出先外交官 報告・情報提供などが繰り返された。また国内で 外務省と農商務省の間に綿密な連絡があり、諸情報を交換するほか、外米買付を担当する農商務省が、随時、外交ルートによる支援を外 に要請している。　
一八年の米騒動前後から一九年にかけての米価高騰については、米騒動に関連して多様な研究がある。食糧需給構造

















































の輸 のほとんどはビルマのラングーンから積み出された（表２） 。しかし、日本が外米輸入を急増させた一九一八～一九年には、ビルマの輸出量は、一八年前後に増加したのち大幅に減少している。ビ マからの輸出量は一八／一九年度の一六四万トンから、翌年度の五三万トン余に激減し、次年度にも九七万トンとなお低迷している。　
ビルマの米作はイラワジ川など大河川の三角州地帯である下ビルマが総耕地の
三分の二を占め、同地一帯では雨期（五～一〇月）に入る六～ 月に播種し、八～九月に移植、一二～一月に収穫する「冬作」を主とした そのほ 、雨期前の
（1,000トン）
香港 英帝国計 蘭印 日本 米国 キューバ 英帝国以外計
B B B B B B B
4 4 1,046 666 92 92 4 4 1 1 55 47 356 310 
3 3 1,176 845 165 165 0 0 5 5 86 75 479 370 
0 0 1,429 1,063 120 120 42 42 8 6 49 44 582 350 
4 4 1,150 863 112 87 206 205 55 51 45 34 913 741 
15 15 597 499 7 7 0 0 0 ─ 6 ─ 64 14 
24 24 868 809 34 25 13 12 1 ─ 10 1 228 147 
31 31 825 681 165 166 42 42 2 1 15 6 580 539 


























年度 生産量（白米）移出量 輸出量 輸出先
英国 セイロン 海峡植民地 マレー連邦
B B B B B B B
1915/16 32,730 4,200 1,238 1,403 991 297 290 338 90 186 183 1 0 
1916/17 34,832 4,575 1,034 1,655 1,244 321 316 411 222 256 253 1 ─
1917/18 35,738 4,750 553 2,011 1,428 523 523 376 179 292 289 2 ─
1918/19 24,201 4,000 857 2,064 1,642 270 270 376 205 338 333 1 ─
1919/20 32,028 3,686 1,826 660 525 57 57 267 210 154 154 4 4 
1920/21 27,662 4,072 1,062 1,095 969 170 169 311 292 183 183 42 42 
1921/22 33,160 4,623 973 1,406 1,255 108 107 342 254 137 136 2 2 







































香港 海 峡 植
民地
蘭印 フ ィ リ
ピン








111 2 109 1,245 615 131 101 130 ─ 245 5 14 0 ─
104 9 95 1,247 553 170 129 122 95 165 6 ─ ─ 5 
1,444 671 129 80 160 354 36 7 ─ ─ 4 
762 275 94 48 26 199 78 9 18 ─ 1 
1,020 359 188 120 43 14 79 12 64 51 80 
1,511 582 147 337 22 103 165 5 111 24 19 













両地に輸出されたという。香港やシンガポール経由で日本にも再輸出されたが、 「輸入米トシテ暹羅米ハ深ク邦人ノ注意ヲ惹クニ至ラサリシ」と評された。価格 割高であり、一八年にもなお輸入量は英印や仏印と比較して少なかったからである （図１） 。しかし、 一九年には輸入が 「頓ニ増加」 することになった。　
タイの米生産量は、表４によれば、一九一〇年代後半に三百数十万トン、バ
ンコクよりの輸出量は年間一〇〇万トン余であった。しかし、一八／一九年度から輸出量は急減し、二〇／二 年度にはさらに大きく落ち込んでいる。 八／一九年度まで、輸出の大半 シンガポールと香港 向けられ、そのほかは英国、さらに一八年度には蘭印・日本向けも増加している。　
タイの米作は、五～一〇月の雨期を利用し、挿秧 六月下旬から七月にかけ
て、収穫は一〇月下旬にはじまり、一一～一二月を最盛期 し、二月初旬頃には晩稲が された。一般 、一〇月から 月下旬 かけて、ほぼ四ヵ わたって収穫作業が続い　
日本のタイ米輸入は、一七年までは、年間を通じて毎月数千トンであり、英
印や仏印からの輸入量をやや上回った（図１） 。すでに一七年 は バンコク
表 3　仏領インドシナの米生産と輸出

















1916/17 3,050 1,476 1916 1,179 
1917/18 2,860 1917 1,232 1,259 104 2 2 
1918/19 2,860 1918 1,479 1,447 171 1 1 
1919/20 2,960 1,296 1919 899 770 187 10 ─
1920/21 2,850 1,361 1920 1,093 1,038 151 0 0 
1921/22 3,600 1,295 997 684 330 1921 1,525 1,533 173 10 5 









































ペナン 蘭印 セイロン 中国 日本 英国 欧州 キューバ
1915/16 3,465 1916 1,187 655 449 0 0 23 0 1 ─ 42 ─ 2 
1916/17 3,366 1917 1,125 628 405 1 ─ 36 ─ 1 2 43 ─ ─
1917/18 3,183 1918 852 337 281 5 2 139 ─ 2 59 ─ 9 2 
1918/19 1919 445 164 108 15 18 42 15 2 7 21 25 ─
1919/20 1920 280 41 204 1 3 6 0 4 ─ 12 6 ─
1920/21 1921 1,209 318 453 ─ 13 54 186 



















































































































































ところで、 仏印米の対日輸出が活発化した一八年一二月、 指定商三井物産がサイゴンにおいて、 門司へ三〇〇〇トン、




















































































産地から、香港を経由して日本に再 出される外米は、日本の貿易統計においては産地の積出港 の輸入とされ、仕出地は香港ではなく産地となっている（図１） 。　
しかし、中継港経由による日本 外米輸入量を表５により推定すると、一九一八年








年度 日本の輸入量 インドの輸出量 仏印の輸出量 タイの輸出量 香港の米輸入 香港の米輸出






日本 仏印 タイ ビルマ 計 日本 中国 アメリカ 計
1916 0 5 38 3 256 0 615 131 ─ 449 655 ─
1917 1 27 55 0 292 42 553 170 95 405 628 2
1918 243 391 50 4 338 206 671 129 354 281 337 59 806 219 2 1,032 176 418 139 818
1919 4 482 155 15 154 0 275 94 199 108 164 7 356 195 11 572 249 102 54 511


































1918 11 48,000 
12 44,100 






































































































み外米の積出しが制約された。この め一八年一二月に 、英印米輸入量が急減することになった（図１） 。（２）輸出許可交渉　
凶作によるインドの食糧不足は深刻化した。カルカッタ総領事は一九一九年一月、輸出特許の要請に対しインド政府










































































よれば、ビルマ 最終収穫予想四二一万トンから同地の消費量を差し引いた輸出能力は一九一万トンであった。ところで、 このメモによれば、 一～五月のビルマの輸移出量はインドへ六三万五六八〇トン、 海峡植民地へ六万六八一二トン、
一四六
欧州へ六万四九七三トン、計七六万四四六五トンにとどまっていた。したがって、六月に一五～一 トンを積み出したとしても、輸出能力はなお一〇〇万トン前後あり、さらにこれ 、前年度来の船腹欠乏・米価暴落のため 「地方農家」 や 「籾仲買人」など産地の推定持越量三〇万トンを加えて、一二〇～一三〇万トンと予想している。将来船腹の増加により一ヵ月平均二〇万トンをインドに移出しても、一二月初旬以降 二〇 三〇ンの「過剰米」を持ち越すとの推計である。　
しかし、外務省のこのような期待に対し、カルカッタ総領事
から同年七月一一日、本年度 モンスーン状況が不明な現時点では、対日輸出は「乍遺憾到底問題トナラス」 、 「蘭貢米ノ本邦輸出ハ全然見込ナシ 云フノ外ナシ」とす 絶望的な回答が届いた。つまり ①ビルマ米の対 移出は「予定ノ通着々実行」され、今後も「出来得ル限リ輸
〔移〕
入ノ計画」であり、②海峡













































































































































































































































































































































。 この三〇万トンの輸入 （六～一〇月） は、 ほぼ実現することになる （図１） 。
　
松井大使の交渉は一九年七月からはじまり、その経緯は外務省に随時報告された。まず七月一六日付で仏国外務大臣









次いで松井大使は、 パリ滞在中の仏印総督に面会して 「委細」 説明し、 「可成速ニ多量」 の輸入ができるよう 「特別ノ尽力」


















































































には、制限令発布前に積出しの既契約量が一八万トンに上っており、これら輸出業者と 新たな契約はなく「権利ノ売買」はなかった。しかし六月になる 、 「輸出ノ権利」について一担（六〇キログラム）あ り ・五ピアストルの「呼値」がついた。七月には、許可を受けた 支那人米商組合」が残量四〇〇〇 を「競売」に たところ、 「権利」は一トンあたり四一ピアストル（一担あたり二・五ピアス ル）に騰貴して落札され、この「輸出権」には「一定確実」の相場が生じることに った。この相場は「漸次騰貴」し、八月初旬には一担あたり七～八ピアストルに高騰して、実米の価格に「比肩」するほどになったという。サイゴン米の輸出許可を受ける 仏 米商組合員 九名、 「支那商組合員」四一名は「労セスシテ巨利ヲ博」したのである　
すなわち、仏印総督の仏印米輸出許可は、サイゴンなどで輸出を営む仏人米穀商、中国人米穀商に限定して与えられ


















































しかし七月半ばになると、香港の米需給 逼迫するよう なった。鈴木総領事の報告によれば 香港政府は、輸出を

























1918  7 5.60 
 8 5.60 




1919  1 7.20 12.80 
 2 8.70 13.30 
 3 6.50 13.30 
 4 6.50 11.40 
 5 10.50 15.80 
 6 10.80 19.30 
 7. 2 13.90 20.50 
 7.20 17.00 
 7.21 20.00 33.00 
 7.25 20.65 
 7.28 21.00 34.50 











時増刊、1921年 3 月 7 日、20-21頁。
一六四



















































































































































































































































































































































































































































。同法は、 輸出する 「剰余ナキコト」 が 「確定的」 になっ
たため、国内貯蔵米の分配、不正輸出の対策を目的とするものであった。すなわち、①生産者・商人のもとにある総て
一七六

























































一九年の外米輸入は円滑にすすまなかった。それは、輸送船の徴発など戦時固有の事情によるものもあったが、水害・旱魃による凶作など自然条件 も起因してい 一九〇〇年前後から外米輸入は恒常化し、豊作でない限り輸入米への依存が本格化した。しかし、円滑かつ確実な輸入は、 〇年代末になると動揺するようになった。　
ただし、主要な外米供給地は英領ビルマ、仏領インドシナ、タイなど複数あり、また中継港香港などを経由した輸入
もあった。一八年一〇月からインドの輸出禁止措置によりビルマ米の供給が途絶し、続いて翌一九年六月にはタイ米の輸出が禁止された。しかし仏印においては、一八年一二月に米の輸出を禁じる植民省令が公布されたが、実際 対日輸出が許可され輸出が継続した。また仏印米やタイ米は香港 も輸出さ たが、香港 の再 出には制約がなく対日再輸出が活発に展開した。仏印米生産には大きな落ち込み なく、対日輸出も一八 半 一九年秋 かけて 種々の条件が付されることもあったが、ほぼ順調に展開した。また一九年末のサイゴン米輸出の急減は、日本国内の豊作により、大きな影響を たらさなかった。凶作など よるビルマ米、タイ米供給の制約を仏印米 補う形で、この時期の日本への外米供給は維持されたといえよう　
産地や英仏本国に駐在する外交官は、この間、外米の円滑かつ確実な輸入の実現のため 産地の作柄や需要、市場の
動向、現地・本国政府の貿易政策などにつ て、現地で調査・収集した多様な情報を日本本国に伝え また外務 指示にしたがって輸出制限の緩和や禁止の解除を求めて交渉にあたった。外務省の指示に対する意見や助言なども頻繁で
一七九
米騒動前後の外米輸入と産地
あり、 外米輸入の実現に有効な方策を模索した。同時期の 『通商公報』 には、 各地の外交官の報告が掲載されているが、 「外務省記録」に綴られた、日々作成された諸書類からは、報告書作成にいたる、試行錯誤を含めた外交官の多様な活動が明らかになる。　
二〇年になると産地の輸出制限・禁止は緩和され撤廃に向かう。ビルマ米輸出の制限は、二〇年半ばには緩和しはじ
め、また仏印米 ついても、二〇年一月 はサイゴン米、同年末にはトンキン米の輸出制限が撤廃された。タイでは米管理が続い が、やは 二〇年末には輸出が再開している。こう て、産地側 輸出制限は緩和したが、日本本国では一九年秋の豊作が確定するにしたがい、外米需要は減退することになった。つまり、制限は緩和・撤廃されていったが、需要減退により輸入は急速 縮小 ていったのである。　
一八～一九年の需給逼迫は、日本に限られた現象ではなかった。同時期に、日本では二年続きの不作、インドでは











































































17） 報送第一二七二号、一九一四年一 月 日［１］ 。
（




20） 「盤谷海運界ト本邦船舶」領信第一一号、別紙、一九一七年二月一三日、 在盤谷領事高橋清一→外務大臣子爵本野一郎 ３
（



























2 B11100447000 分割 2
3 B11100447100 分割 3




























「 湯 浅 商 店 傭 船





































B-3-4-2-50_13_5_0052 B11100408900 分割 2












































































（（） 『東京朝日新聞』 （以下、 『東朝』 と略す） 一九一八年二月一七日、朝刊、 四頁、 および、 『東朝』一九一八年五月一〇日、 朝刊、 三頁。
（

















（（） 第四五号、 八年八月三日、鮭延総領事 後藤外務大臣［４］
-
１。なお、このように、外務省に入る外米輸入に関す
















































































総領事［６］ 、および、 〔メモ〕 （合名会社湯浅 店東京支店宍道鉄郎名刺） 、同上付属。
（
（（） 第四一号、一九一八年四月一〇日、鈴木総 →本野外務大臣［６］ 、第四二号、一九一八年四月一一日、鈴木総領事→本野外務大臣［６］ 。
（








































































































ice crop of 1918-19, C
alcutta, F
























































































































































































































































































































































173） 第八八号、一九一九年七月二 日、鈴木総領事→内田外務大臣 ［７］
-
１、 前掲 「米価騰貴ノ香港ニ及セル影響ニ関スル件」 。
（





































とある（同、第六八一号、一 一九年一二 八日 七 八頁） 。
（


















191） 「印度及緬甸ニ於ケル米穀取締」 （ 「千九百廿年度印度輸出
米取締方針ニ関スル件」通 送第二五〇号、一九二〇年 月一二日、在カルカッタ総領事鮭延信道→外務大臣子爵内田康哉 ［９］
-
３） 、 『通商公報』 第七〇八号、 一九二〇年三月一五日、

































































207） 第二四号、 九二 年七月五日、渕分館主任→内田［
（（］ 。
（
208） 第八〇号、一九二一年七 二一 中谷税 代理→内田外務大臣［
（（］ 。
（












































222） 前掲〔書簡〕一九一九 二 一五日。
（






















































































































































研究（Ｃ） 「戦前日本の外米輸入─米不足の構造と輸入補填（明治初年～戦時の実証的・総合的研究） 」 （研究代表者・大豆生田稔、課題番号一六Ｋ〇三七九二）による 成果の一部である。
